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平成１７年１１月、市立

武蔵野会館運営協議会設

立当初から約３年半会長

職を務めさせて頂き、その

後相談役として在職いた

しましたが、平成２４年度

再度会長をお引き受けす

ることになりました。前小

野会長には三年間ご指導頂きましたが、新しいコ

ミュニティー協議会「まちづくり昭島北」発足に

伴い、地域ぐるみ（プレイシア自治会）移行する

こととなり退任され、後任として残存期間をお引

き受けすることとなった次第です。前小野会長に

は、協議会また地域のためにお力を注いで頂きま

したことに感謝申し上げますとともに、新しい協

議会でのご活躍とご発展を祈念申し上げます。 

さて市立武蔵野会館運営協議会も既に６年半

を過ぎ、当初からの活動も見直し、活性化する必

要もありまた新しい課題にも早急に取り組む時

を迎えています。特に昨年３月１１日に発生しま

した東日本大震災は防災・減災について多くの教

訓を与えてくれましたし、またそれを契機に今後

の地震の発生地域や其の規模・予想時期等の全面

的な見直しにより、国をあげての取り組み課題と

して緊急を要するものとなってきました。津波の

心配こそ無いこの地域ですが立川断層の近くに

あって心して取り掛かる問題と認識しています。 

昨年来、運営協議会に防災準備会を発足させ取組

みを始めていますが、今年度自治連第１５ブロ 

ックと一緒になり地域の武蔵野小学校が行う災 
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害時児童の引き取り訓練と連動して地域防災訓

練へと第一歩を踏み出そうと計画しています。 

色々の生活場面に自助・共助・公助の精神で

夫々役割を持って取り組むことが叫ばれていま

すが、特に災害の初動には自助・共助の果たす役

割の大きいことを肝に銘じ、皆さんと一緒に取り

組みたいと思いますので何卒ご理解ご協力賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

２４年度役員名簿 

役職名 氏  名 注 

会 長 座間 康臣 ○ 

副会長 丹波 勝吉  

副会長 高松  勉  

副会長兼会計 多良 芳幸  

副会長 村木  勉  

副会長 畑山 敏夫 ○ 

会 計 大槻 修久  

総務兼事務局長 泉谷  勉  

総務（広報担当） 藤原 国広  

総 務 久保 真由美  

総 務 松本 智子  

総 務 菅野 直子  

総 務 岸  昭次 ○ 

監 事 清水 繁雄  

監 事 松田 隆雄  

顧 問 高瀬  武  

顧 問 木下 和成  

注：○印は新任役員、無印は留任 

再度の会長と新しい課題  市立武蔵野会館運営協議会 会長  座間康臣 
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「市立武蔵野会館運営協議会」第７回定期総会

は、５月２０日北川昭島市長はじめ来賓１９名、

運営協議会構成員４１名の出席のもと開催されま

した。 

泉谷事務局長の総会成立宣言に続き、議長に武

蔵野小学校ＰTＡ会長の甲斐さん、書記・議事録署

名委員に昭文いきいきクラブの寺松さんを選出し

て議事に入りました。 

議案は、平成２３年度の活動報告・決算報告・

監査報告に平成２４年度活動計画・予算案・会則

改正案・役員の一部補充案の７議案が提案されま

したがいずれも執行部提案どおり承認されました。 

総会終了後には、佐藤副市長、友誼団体の「昭

島・街づくり市民会議・なかがみ」「まちづくり昭

島北」

のメン

バーの

出席を

えて協

議会構

成員と

の交流会を開催しました。 

 

平成２３年度活動報告 

○ 安全まちづくり委員会 

１：１２０人余の通学路安全連絡員、青パト運転

協力者の協力のもと通学路や居住地の安全見

守り活動をおこないました 

２：武蔵野・つ南・つ北３小学校の緊急連絡網を

作成して、不審者や変質者の出現に備えました 

○ 美しいまちづくり委員会 

１；中神駅北口広場と美ノ宮公園を主会場にタバ

コのポイ捨て・犬の糞防止を目的とした「マナ

ーアップ・美化キャンペーン」を実施しました 

２：１５ブロック有志アダプト登録団体と武蔵野

小学校児童で武藏野通りに春夏の２回の植栽

と花壇の管理をおこないました 

３：武蔵野小学校児童が描いた図案を看板に作成

し地域内に掲示しました 

４：武蔵野小学校愛校の日清掃活動に地域のシル

バー団体と連携して参加しました 

○ 心とからだの健康づくり委員会 

心肺蘇生及びＡＥＤ講習会と地域内健康づく

り団体への会場支援を行いました 

○ 会館まつり実行委員会 

 「深めよう地域の絆」テーマに運営協議会設立

日の１１月３日に開催しました 

○ 防災･独居世帯見守り準備委員会 

 ５回の準備委員会と２回の防災についての講 

演会に参加して「防災まちづくり」を学び、自治 

連１５ブロック地区内合同防災訓練の基本的な 

 考えを纏めました 

○ あいスポットプレス編集会議 

  第２０号から白黒印刷となりましたが、レイ

アウトを工夫するなどして読みやすいものにす

る努力をしました 

○ ２３年度決算と監査報告 

  提案どおり承認されました 

 

平成２４年度活動計画 

 市立武蔵野会館運営協議会は、「深めよう地域の

絆・高めよう近助の力」をテーマに、自治連１５

ブロック内の地域団体と連携を深めながら同ブロ

ック内の解決すべき共通課題を掘り起こしながら

「安全･安心な街」「清潔で美しい街」づくりを目

指して以下の活動を行います。 

 更に、本年度は自治連１５ブロック・武蔵野小

学校・市立武蔵野会館運営協議会合同で「自治連

１５ブロック地域内合同防災訓練」を実施します。 

○ ４委員会を中心にした活動 

 １：児童･生徒の安全な通学路を守るための通学

路の安全パトロールの実施 

 ２：安全･安心な地域づくりを目指した青パトに

よる地域内パトロールの実施 

 ３：美しいまちづくりを目指したマナーアッ

プ・美化キャンペーンの実施 

 ４：武蔵野小学校児童との武藏野通り花壇づくり 

 ５：防災・認知症に関する講演会の実施と救急

救命士の養成 

 ６：会館まつりの実施 

○ 新しい活動 

１：自治連１５ブロック地区防災会議の設置 

 ２：自治連１５ブロック地域内合同防災訓練の

実施 

 ３：防災マニアルの策定 

 

２４年度予算案 

 提案どおり承認されました 

 

会則一部改正 

提案どおり承認されました 

 

平成２４年度役員 

 １頁に記載のとおり新任役員が承認されました 

市立武蔵野会館運営協議会 第７回定期総会開催  平成２４年５月２０日 
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武蔵野小学校を避難場所に 

「昭島市自治会連合会１５ブロック地域合同防災訓練」を実施します 

家族で、地域で、避難訓練・避難所体験に参加しましょう 
 

 

首都圏を襲う確率が高い地震として、首都直下型地震・多摩直下地震・立川断層地地震・元禄型関東地震

が挙げられています。いつ来るかわからない。でも、確実にくるのが地震です。 

 武蔵野会館運営協議会では、東日本大震災後自治連１５ブロックなどと連携しながら｢防災対策準備委員

会｣を発足させ、「防災まちづくり」の指針作りを進めてまいりました。 

 この度、自治連１５ブロック・武蔵野小学校・武蔵野会館運営協議会合同で、自治会・老人会・民生・児

童委員・安協・防犯などのご協力をいただいて、武蔵野小学校の児童引取り訓練と併せて同校を避難所とし

た「自治連１５ブロック地域合同防災訓練」を実施することになりました。 

 上記に挙げた、４地震の昭島市自治連１５ブロック地区の震度は６強以上と想定されています。 

 いざ、地震が起きたとき、防災訓練の参加体験は、自分自身や大切な家族・友人の命を守る貴重な体験に

なります。 

 家族や、地域の人たちと一緒に、避難路を歩き、避難所体験をしてみてください。 

 

「合同防災訓練の詳細」は、後日アイスポットプレス臨時号でお知らせいたします。 

  

合同防災訓練の内容 

 １：地震の想定 

   平成２４年９月４日、午後１時１５分、震度６弱の地震発生 

 ２：避難所の開設 

   武蔵野小学校体育館 

 ３：訓練の目的 

① 地区毎の避難経路の選定と避難誘導(各地区の誘導員の誘導で) 

② 児童の引取り訓練 

③ 一部地域を指定した安否確認体験 

④ 避難場所体験･･･誘導員の誘導で体育館に入館して実体験します 

⑤ 非常食試食体験･･･炊きだし隊が用意した非常食を試食します 

⑥ 被災者救助訓練･･･救護隊による救出体験 

⑦ 備蓄倉庫見学会 

  

合同防災訓練の実施 

  地域内団体が参加する｢自治連１５ブロック内合同防災実行委員会｣を組織し、合同防災訓練実施要綱を

作成して、合同防災訓練実施要綱に基づいて実施いたします。 

 

なお、この防災訓練は、東京都の「地域の底力再生事業助成事業 ： 地域の防災まちづくり 昭島自治連

１５ブロック内防災力向上事業」として取り組んでいます。 

平成２４年度昭島市総合防災訓練のお知らせ 

日時：平成２４年８月２６日（日）午前９時から（雨天決行） 

場所：美ノ宮公園、武蔵野小学校 

詳細：後日、昭島市防災課から連絡があります 
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～美しいまちづくり委員会の活動～ 

武蔵野通り通学路の植栽 
 

６月１４日（木）、２～４時限を使って武蔵野小

学校６年生と一緒に夏用の花（マリーゴールド、日

日草、ベゴニア、ペンタス、など合計7２0株）を

植えて美しい通学路ができました。みんなで大切に

見守りましょう。 

 

あいスポットプレス 第２２号  2012年7月 1日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活  動  日  誌 

１月２３日 管理員との会館マニアル検討会 

  ２６日 第４回防災準備委員会 

  ２７日 ポイ捨て・犬の糞禁止看板作成 

  ２８日 会館まつり反省会 

２月 ７日 ３役会議 

   ８日 定例役員会 

  １１日 防災講演会聴講 

  １４日 青パト贈呈式 

  ２４日 武蔵野小学校愛校の日清掃活動 

  ２７日 管理員懇談会 

  ２９日 ３役会議 

３月１０日 あいスポットプレス編集会議 

  １４日 定例役員会 

  ２２日 青パト運転協力者連絡会 

  ２３日 あいスポットプレス編集会議 

      第５回防災準備委員会 

  ２５日 利用者懇談会 

  ２７日 新入児童見守り合同会議（ 市・警察・学校・ＰTＡ） 

４月１１日 定例役員会 

  １２日 あいスポットプレス２１号(防災特集号)発行 

  １４日 会計・業務監査 

      まちづくり昭島北総会 

  １９日 自治連１５ブロック防災訓練打合わせ 

  ２４日 武蔵野小学校愛校の日清掃活動 

  ２５日 自治連１５ブロック防災訓練打合わせ 

  ３０日 ３役会議 

５月 １日 武蔵野小学校芝生管理打合わせ 

   ９日 定例役員会 

  １１日 第６回防災委員会 

      防災訓練について消防署打合わせ 

  １３日 あきしま・街づくり市民会議・なかがみ総会 

  １８日 第７回定期総会資料作り等準備 

  ２０日 第７回定期総会（出席４１名･委任状１１名） 

  ２３日 自治連１５ブロック・武蔵野小学校との打合わせ 

  ２４日 武蔵野小学校愛校の日清掃活動 

  ２７日 自治連１５ブロック総会 

  ３０日 会館マニアルについて市と協議 

６月 ８日 第１回自治連15ﾌﾞﾛｯｸ地区防災訓練防災会議 

あいスポットプレス(２２号)編集会議 

  １３日 定例役員会 

  １４日 武藏野通り植栽（武蔵野小学校６年生と一緒に） 

   １９日 青パト運転協力者連絡会（台風のため個別に対応） 

  ２２日 第７回防災委員会 

  ２７日 あいスポットプレス編集会議 

  ２８日 第2回自治連15ﾌﾞﾛｯｸ地区防災訓練防災会議 

７月 １日 あいスポットプレス２２号発行 

 

～安全まちづくり委員会の活動～ 

安全まちづくり委員会協力員・同委員会委員・青パ

ト運転者等の合同打合せ会を開催しました 

 

新年度の４月を迎えますと、新一年生が学校に入

学します。新入生たちは希望と緊張と不安を抱えて

各学校に通学することになります。この大切な時期

を迎えて、通常の見守りに加え、更に一層の防犯上

や交通安全上の見守りを充実することが必要と考

え、市立武蔵野会館運営協議会“安全まちづくり委

員会”では、安全まちづくり委員会協力員や同委員

会委員及び青パト運転者の皆様の合同打合せ会を

開催しております。 

打合せ会は、平成２４年３月２７日（火曜日）に

武蔵野会館で実施いたしました。関係者のご来賓と

して、浦野教育委員会学校教育部学務課長、小野塚

昭島警察署生活安全課長、河野市民部生活コミュニ

ティ課長、岡本市立つつじが丘南小学校副校長の各

氏より日頃の見守り活動に対するお礼とそれぞれ

の立場から市内や学校での情報提供等や見守りの

留意点などについてご挨拶がありました。 

出席者の意見交換では、シルバー人材センターで

もボランティアによる見回り活動が発足するとの

情報があり、センターと相互連携や協力を進めるこ

とが大切との意見や自転車の乗り方や駐輪方法の

マナーを向上させる取り組みが必要ではないか、小

学校の高学年に対する注意の声掛けの方法が悩ま

しいなどの意見がありました。 

まとめとして、見守り活動には自己の安全にも十

分留意しながら、活動を継続していくこととなりま

した。皆様のご理解とご協力をお願い致します。 

編 集 後 記 
  

 ２４年度の活動が始まりました。今年は、例年の

活動に加えて、防災訓練が行われます。防災グッズ

などは、常に確認・更新が必要です。家庭内での、

いざという時の為の話し合いも必要です。「備えあれ

ば憂いなし」です。      （編集委員一同） 


